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この度はMRL-1100をお買上げいただき、誠にありがとうございます。ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、
正しくご使用ください。なお、この取扱説明書には保証書がついています。お読みになられたあとも、大切に保管してください。

※デザイン仕様を一部変更している場合があります。
　ご了承ください。



ピンなど鋭いものを本体に入れないでください。

ヒーターは医療用途に使用しないでください。
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お腹や胸、頭部やのどには使用しないでください。
事故や体調不良の原因になります。

もみ玉面に勢いよく体をあてないでください。
事故やけがのおそれがあります。

マッサージ器の上に寝た状態で使用しないでく
ださい。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれがあり
ます。

持ち手を強く引っ張ったり、振り回さないでくだ
さい。
思わぬ事故やけがのおそれがあります。

保管の際は、ヒーター部の上に物を置かないでく
ださい。
故障や事故の原因になります。

使用前に、マッサージ部の縫製破れがないか
を確認してください。



商品は、定期的に点検してください。
事故やけがの原因になります。

初めてご使用の際は、弱の設定からご使用くだ
さい。
事故やけがのおそれがあります。

使用時以外は電源プラグをコンセントから抜い
てください。
絶縁劣化による感電・漏電・火災の原因になります。

電源は交流100V専用コンセントを使用してくだ
さい
火災やケガの原因になります。

本体に強い衝撃や荷重をあたえないでください。
故障や事故の原因になります。

ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みのうえ、
正しくご使用ください。
事故やけがの原因になります。

故障した場合には、勝手に修理などせず、販売元
または製造販売元に連絡してください。
事故やけがの原因になります。

浴室など湿気の多い場所では使用しないでください。
また、水などの液体がかからないようにしてください。
感電や故障の原因になります。

3

ピンなど鋭いものを本体に入れないでください。

ヒーターは医療用途に使用しないでください。

2

お腹や胸、頭部やのどには使用しないでください。
事故や体調不良の原因になります。

もみ玉面に勢いよく体をあてないでください。
事故やけがのおそれがあります。

マッサージ器の上に寝た状態で使用しないでく
ださい。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれがあり
ます。

持ち手を強く引っ張ったり、振り回さないでくだ
さい。
思わぬ事故やけがのおそれがあります。

保管の際は、ヒーター部の上に物を置かないでく
ださい。
故障や事故の原因になります。

使用前に、マッサージ部の縫製破れがないか
を確認してください。
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リモコン

電源プラグ

本　体　

まくら

固定用ベルト

リモコンポケット

もみ玉
（ヒーター内蔵）

座面
（振動モーター内蔵）

マッサージ部

背パッド
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タイマーランプ
3分単位で残り時間を表示します

急停止ボタン
ボタンを押すと全ての動作が
停止します

もみ調節ボタン
もみの上下調節と速度調節を
行います

幅調節ボタン
たたきと背筋のばしの幅調節を
行います

ご使用前の準備

●

●組み立て方

ネジ

電源コード

袋

本体の裏側にあるネジは機器を固定しています。このネジは
輸送中に機器が破損するのを防ぐために使用されています。
電源を入れる前に付属の六角レンチを使用してネジを外し、
電源コードを袋から出してください。
※このネジを外さないと、動作でき
ません。
※外したネジは、再度取り付けない
でください。機器が破損して故障
の原因になります。

リモコン

六角レンチ
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肩ボタン
肩コースを行います

腰ボタン
腰コースを行います

全身ボタン
全身コースを行います

電源ボタン
電源の入／切を行います

上限設定ボタン
上限設定の入／切を行います
※押した時の位置を記憶し、そこ以上
　上に行かない設定

たたき速ボタン
たたき速度が速くなります

●たたき速度の切り替えを行います

たたきランダムボタン
たたき速度が交互に替ります

たたき遅ボタン
たたき速度が遅くなります

もみボタン
もみの入／切を行います

たたきボタン
たたきの入／切を行います

背筋のばしボタン
上下移動の入／切を行います

もみ玉ヒーターボタン
もみ玉のヒーターの入／切を
行います

座バイブボタン
座面のバイブの入／切を
行います
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ご使用前の準備

注意

使用前の注意事項

●ご使用前のご注意

注意

• 使用前にマッサージ部の縫製破れが
ないか確認してください。破れてい
る場合は使用しないでください。
• 使用前にリモコンの操作ボタンや
タイマーが正常に動作するか､確認
して使用してください。
• しばらく使用しなかった場合、もう
一度取扱説明書をよく読み、機器が
正常にまた、安全に動作することを
確認してから使用してください。

●使用する際は、本体を椅子やソファなどの安定した場所に置いてください。
※椅子やソファなどに傷が付く恐れがある場合は、必ず本機との間に、傷
防止用に敷物を敷いて使用してください。

●椅子で使用する際は、固定用ベルトを椅子の
背もたれに固定して使用してください。
※本機が倒れて事故やけがのおそれがあります。

●キャスター付の椅子や回転椅子では使用しな
いでください。
※本機が倒れて事故やけがのおそれがあります。

●背パッドは、マッサージを使用しない場合や、
マッサージが強すぎると感じる場合に使用し
てください。

本体を寝かせて、マッサージ器の上に寝た
状態で使用しないでください。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれが
あります。
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固定用
ベルト

縫製破れがないか
確認してください。

マッサージ部

背パッド
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電源ボタン「　 」を押して
電源を入れる

コースでマッサージする

正しく確実に差し込んでください。

電源プラグをコンセントに
差し込む

●電源ボタンとタイマーランプが点
灯し、電源が入ります。もう一度押
すと電源が切れます。

1

2

コースボタン「全身」または
「肩」または「腰」を押し、
コース動作を開始する
●選択したコースボタンが青く点灯
し、選択したコースが動作します。
電源ボタンを押すと、電源ボタン
が点滅しながらもみ玉が一旦、定
位置（原点復帰）に戻ります。

●動作中、別のコースボタンを押す
と電源ボタンが点滅しながらもみ
玉が一旦、定位置（原点復帰）に
戻ったあとに、押したコースが動作
をはじめます。

◆「全身コース」
肩～腰まで全身をもみ・たた
き動作でくまなくマッサージ
します。
◆「肩コース」
肩を中心にもみ・たたき動作
で集中的にマッサージします。

◆「腰コース」
背・腰を中心にもみ・たたき動作
で集中的にマッサージします。

3
3

2

7

コース動作内容

ご使用前の準備

注意

使用前の注意事項

●ご使用前のご注意
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ボタンを
押した位置が
上限となる

動作
範囲

8

コースでマッサージする
「上限設定」ボタンを押し、
もみ動作の上限を設定する4
●上限設定をしたい場合は、もみ玉が移動中に
「上限設定」ボタンを押すと、コースボタンが
点滅し、最下部からボタンを押した位置あたり
までの範囲で、移動を繰り返します。
※上限設定中は、コースボタンが点滅し続けます。
●もう一度押すと、コースボタンが点滅から点
灯に変わり、上限設定が解除されます。
※「上限設定」は、「全身」「肩」動作の時は、動作範
囲の下から約２１ｃｍ以上での設定になります。
「腰」動作の時は、下から約５ｃｍ以上での設定
になります。それ以下では設定できません。

電源ボタン「　 」を押して電源を切る7
●「　」ボタンを押すと、全ての動作が止まり、も
み玉が上部定位置へ移動します。（原点復帰）
※「急停止」ボタンを押して全ての動作を停止
することもできます。その際は最後に「　」ボ
タンを押し、もみ玉を上部定位置へ移動させ
てください。（原点復帰）
※「急停止」ボタン、「　」ボタンを押さない場合
はタイマーが働き、１５分で全ての動作が自
動停止します。

もみ玉ヒーターと座バイブの設定5
●コース動作中、もみ玉ヒーターと座バイブは、
動作を入り切りすることができます。お好みで、
それぞれのボタンで入り切りを行ってください。

「手動選択」動作への切り替え設定6
●コース動作中、もみ動作、たたき動作、背筋の
ばし動作等の「手動選択」動作への切り替え
を行なう場合は、それぞれの「手動選択」ボタ
ンを押して切り替えてください。
※「手動選択」動作の操作は、P９～Ｐ11をご覧
ください。

たたきラ
ンダム

た
た
き

速
たたき

遅

幅調
節

上
限

設
定

もみ

上

下

遅速

もみ

たたき

背筋のばし

手動選択

3 6 9 12 15

入/切

全身

肩

腰

もみ玉ヒーター

座バイブ

急停止

(分)

み
な
ざ
さ

1

4

5 3

2

9

手動選択でマッサージする
電源ボタン「　 」を押して電源を入れる1
●電源ボタンとタイマーランプが点灯し、電源
が入ります。もう一度押すと電源が切れます。

「たたき速・遅・ランダム」ボタンを押し、
たたき速度調節を行なう5
●「たたき速」ボタンを押すと速度が速くなり、
「たたき遅」を押すと速度が遅くなります。
（３段階調節）
　「たたきランダム」ボタンを押すと速度が交互
に替ります。

「　  」ボタンを押し、もみ動作を行う2
●もみボタンが点灯し、動作が始まります。
　もう一度押すとボタンが消灯し、動作が停止
します。　

「　  」ボタンを押し、たたき動作を
行う4
●たたきボタンが点灯し、動作が始まります。
　もう一度押すとボタンが消灯し、動作が停止
します。
※たたき動作中、「幅調節」ボタンを押してお好
みのもみ玉の幅に調節することができます。
※もみ動作とたたき動作は、同時に行うことが
できます。（さざなみ動作）

もみ調節ボタンを押し、
もみの上下調節と速度調節を行なう3
●もみ動作中にもみ調節ボタンの「上」を押し
続けるともみ玉が上へ移動し、「下」を押し続
けるともみ玉が下へ移動します。ボタンを離
すと移動を停止します。
●もみの動作中にもみ調節ボタンの「速」を押
すともみの速度が速くなり、「遅」を押すとも
みの速度が遅くなります。（３段階調節）
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「上限設定」ボタンを押すと、背筋のばしボタ
ンが点滅し、最下部からボタンを押した位置
あたりまでの範囲で、移動を繰り返します。
※上限設定中、背筋のばしボタンは点滅し続け
ます。
●もう一度押すと、背筋のばしボタンが点滅か
ら点灯に変わり、上限設定が解除されます。
※「上限設定」は背筋のばし動作の時は、動作範
囲の下から約５ｃｍ以上での設定になります。
それ以下では設定できません。

背筋のばし動作を行なう7
●背筋のばし動作を行なう場合は、もみやたたき
動作は停止させてください。
●背筋のばしボタンを押すともみ玉が全体を上
下移動し、背筋のばしを行います。
※上下移動動作中、「幅調節」ボタンを押してお
好みのもみ玉の幅に調節することができます。
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11

手動選択でマッサージする
もみ玉ヒーターと座バイブの設定9
●もみやたたきの動作中、もみ玉ヒーター
「　　」ボタンと座バイブ「　　」ボタンは、動
作を入り切りすることができます。お好みで、
それぞれのボタンで入り切りを行ってください。
※もみ玉ヒーターは、もみ玉が動作中のみ、点
灯します。
座バイブは、単独でも動作します。　

コース動作への切り替え設定10
●単機能動作中、コース動作への切り替えを行
なう場合は、お好みで、コースボタンを押して
動作を切り替えてください。
※コース動作の操作は、P７～Ｐ８をご覧くださ
い。
※「手動選択」動作中、コースボタンを押した場
合は、もみ玉は一旦、上部定位置へ移動（原点
復帰）してからコース動作が始まります。　

電源プラグを抜く12
●マッサージを終了後は、電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。

電源ボタン「　 」を押して電源を切る11
●「　」ボタンを押すと、全ての動作が止まり、も
み玉が上部定位置へ移動します。（原点復帰）
※原点復帰中は、動作ボタンは反応しません。
●緊急に停止させる場合は「急停止」ボタンを
押し、すべての動作を停止させてください。
その際は最後に「　」ボタンを押してもみ玉を
上部位置へ移動させてください。（原点復帰）
●「急停止」ボタン、「　」ボタンを押さない場合
はタイマーが働き、15分で全ての動作が自
動停止します。
その際は、もみ玉が上部定位置へ移動します。
（原点復帰）
●マッサージ動作の残り時間は、リモコン上部
のタイマーランプで表示されます。3分単位
で、残り時間を表示します。
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保管について

お手入れ

故障かなと思ったら

しばらく本体を休ませてから再度動作を確認してください。

マッサージ動作を始めてから、約15分経過するとタイマー機能がはたらき、自動的に運転が
停止します。故障ではありません。
動作ボタンを押すと運転を再開します。

本　体 まくら

背パッド
●背パッドはファスナーを開き、取り外して洗濯
できます。背パッドに縫い付けてある洗濯絵
表示に従って洗濯してください。
※洗濯後は十分に乾燥させてからお使いください。

背パッド

本体 ファスナー

MRL-1100
227AABZX00114000

マイリラ　シートマッサージャー

もみ回数
たたき回数

上下移動速さ

原産国

（約） 遅 ： 400回／分　中 ： 550回／分　速 ： 700回／分
（約） 遅 ： ２２回／分　中 ： ２７回／分　速 ： ３２回／分

もみ玉ヒーター60℃以下（本体内部）
約1.2cm／秒

適応体重 90kg以下

40Ｗ（ヒーター10W）
定格電源
定格消費電力

背部：（約）W460×L180×H810（mm）
座面：（約）W410×L350×H  50（mm）
全体：（約）W460×L460×H810（mm）

本体構造部材：ABS樹脂、PP樹脂
クッション材：ウレタンフォーム
背パッド張り材：ポリエステル

約7kg

13

仕様

振動数 （約） 2600～３８００回／分

販売元 株式会社　フジ医療器
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